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(54) 発明の名称 ：バ ッテ リパ ックの取 り付 け構造

(57) Abstract: I n battery power tools, an laentincation protrusion was
conventionally provided on a battery installation unit t o prevent the instal
lation of non-compatible batteries that do not conform to specifications
such as rated voltage of the tool body. Conventionally, tms identification
protrusion was made o f synthetic resin, which resulted m the problem o f
said identification protrusion having low resistance t o impact during inter
ference with the battery pack. In the disclosed structure for installing a bat
tery pack, said identification protrusion has an improved durability. A n
identification protrusion (17) i s made fiOm a higher-strength metal plate, a
material different fi m the synthetic resin of the terminal block (14) on
wmch said identification protrusion (17) i s provided. Because the identifi
cation protrusion (17) i s made o f metal, the impact resistance thereof i s in
creased to a level higher than that of conventional synthetic resin-made
identification protrusions, and by this means the identification protrusion
(17) can b e thinner, allowing adaptation to more specifications.

(57) 要約： バ ッテ リ式の電動工具 において、工具本体の定
格電圧等の仕様 に対応 しない非対応 バ ッテ リの取 リ付 けを
規制 す るために従来 よ リバ ッテ リ取 リ付 け部 に識 別突起部
が設 け られ てい るが 、従 来 この識別突起 部が合成樹脂 製で
あつたためバ ッテ リパ ック干渉 時の衝撃 に対す る耐久性が
低 い問題が あった。本発 明は、 この識別突起 部の耐久性 を
高 め る ことを 目的 とす る。 識 別突起部 （1 7 ) は、 これ
が設 け られ る合 成樹脂製の端子 台 （1 4 ) とは異 な る素材
で あ って よ り強 度 の 高 い金 属 板 とす る。識 別 突起 部 （1
7 ) を金属 製 とす る ことによ り従来の合 成樹脂製 よ りも耐
衝 撃 性 を高 め る ことが で き、 これ に よ り識 別 突起 部 （1
7 ) を薄 肉化 して よ リ多 くの仕様 に対応 させ る ことが で き
る。
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明 細 書

発明の名称 ：バ ッテ リパ ックの取 り付 け構造

技術分野

[0001 ] この発明は、例 えば手持ち式の電気カンナや切断機等の電動工具であ って

バ ッテ リパ ックを電源 と して備 える電動工具 に対する前記バ ッテ リパ ックの

取 り付 け構造 に関する。

背景技術

[0002] 近年、 この種の電動工具 については、交流電源 に代わ って直流電源 を電源

と して動作するものが普及 して きている。直流電源 は、バ ッテ リパ ック （電

池）で供給 される。バ ッテ リ式の電動工具 は、電源供給設備の有無 を問わず

、あるいは延長 コー ド等 を用いることな く様 々な作業場で使用することがで

きるため、近年急速 に普及 して きている。 また、バ ッテ リパ ックは、工具本

体側か ら取 り外 して充電することによ り繰 り返 し使用することがで きる充電

式のものが主流 にな っている。バ ッテ リパ ックには、工具本体 に対する取 り

付 け方式 と して、揷入式によるもの、あるいはスライ ド式によるものが提供

されている。

また、 このバ ッテ リパ ックには、取 り付 ける工具本体の仕様 （定格電圧）

に対応 して、例 えば 1 4 . 4 ソゃ 1 8 V といった様 々な規格電圧のものが提

供 されている。 ところが、 この種のバ ッテ リパ ックでは、定格電圧が異なる

場合でも部品の共通化等の 目的で端子間の間隔や取 り付 け用スライ ドレール

部の間隔等の取 り付 け部の構成 に互換性が持たされている場合があ り、 この

場合 に何 ら誤装着防止対策が施 されていないと、例 えば 1 4 . 4 V 仕様 の機

種 に 1 8 V のバ ッテ リパ ックを誤 って装着 して しまうおそれがある。 このた

め従来 よ り、工具本体側の仕様 に適合 しない非対応 / ッテ リを取 り付 けるこ

とがで きないようにするための工夫 （誤装着防止構造）が挿入取 り付 け式及

びスライ ド取 り付 け式のバ ッテ リ取 り付 け部 についてなされている。

下記の特許文献 1 には、工具本体のバ ッテ リ取 り付 け部 に設 けた取 り付 け



規制部に対 して、仕様に適合 した対応/ ッテ リパックであれば干渉すること

なくスライ ドさせて取り付けることができ、適合 しない非対応バッテ リノ《ッ

クであると当該バッテ リパックに設けた識別突起部が工具本体側の取り付け

規制部を通過できずに干渉 してそれ以上スライ ドさせることができず、その

結果この非対応/ ッテ リを取り付けることができないようにしてその誤装着

を防止する技術が開示されている。特許文献 2 には、スライ ド式ではなく差

し込み装着式のバッテ リパックについて、その誤装着を防止するための技術

が開示されている。また、特許文献 3 には、スライ ド取り付け式のバッテ リ

パックの識別のため、工具本体のバッテ リ取り付け部 （端子台）に突部また

は溝部を設け、これに対応 してバッテ リパック側にも突部または溝部を設け

ることによつて非対応バッテ リパックの誤装着を防止する技術が開示されて

いる。

先行技術文献

特許文献

[0003] 特許文献1 ：国際公開第 2 0 0 9 / 0 3 7 0 4 0 号公報

特許文献2 ：米国特許第 7 5 8 8 4 7 1 号明細書

特許文献3 ：特開 2 0 0 7 _ 1 4 4 8 1 3 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0004] しか しながら、近年例えばD C 3 6 V のような大型かつ重量の大きなバッ

テ リパックが普及 してきており、誤装着防止構造についても今後より多くの

種類の規格電圧に対応する必要がある。このため、工具本体のバッテ リ取り

付け部に、スライ ドレール部等については部品の共通化を図りつつ、別部品

として用意される端子台に誤装着防止用の識別突起部を設けて、この識別突

起部をバッテ リパックに対 して干渉させてそのスライ ド取り付け動作を規制

することにより当該非対応バッテ リの誤装着を防止する技術が提供されてい

る。



このように工具本体の端子台 に誤装着防止用の識別突起部 を設 けて非対応

バ ッテ リの誤装着 を防止する構成 を採用する場合 には、部品の共通化 を図 り

つっ この識別突起部 を限 られた狭小なスペース内に少 しずつ位置 をず らして

配置する必要上、 当該識別突起部 は薄板形状化 （薄肉化）せざるを得ない場

合がある。

ところが、従来 この誤装着防止用の識別突起部 は、樹脂製の端子台 に一体

に成形 されることが一般的であることか ら、 当該識別突起部が薄板形状化す

ればその耐久性 は低下する。特 に 3 6 V バ ッテ リパ ックのような重量の大 き

なバ ッテ リパ ックを工具本体のバ ッテ リ取 り付 け部 に対 して勢いよ くスライ

ドさせて装着 しょうすると、干渉時の衝撃等 によ り当該識別突起部が損傷 を

受けやす くなる。

本発明は、取 り付 け時のスライ ド動作 を規制する識別突起部 を設 けて工具

本体の仕様 に適合 しない非対応 / くッテ リパ ックの取 り付 けを防止する場合 に

おける当該識別突起部の耐久性 を高めることを目的 とする。

課題を解決するための手段

上記の課題 は、下記構成の発明によって解決 される。

第 1 の発明は、工具本体のバ ッテ リ取 り付 け部 にバ ッテ リパ ックを取 り付

けて電源 とする電動工具 におけるバ ッテ リパ ックのバ ッテ リ取 り付 け部 に対

する取 り付 け構造であ って、 ノ ッテ リ取 り付 け部若 しくはバ ッテ リパ ックの

—方 または双方 に、バ ッテ リ取 り付 け部 に対する仕様外のバ ッテ リパ ックの

取 り付 けを規制 して、仕様 に適合する対応 / ッテ リであるか適合 しない非対

応 ッテ リであるかの識別 をするための識別突起部 を備 えてお り、 この識別

突起部が、バ ッテ リ取 り付 け部若 しくはバ ッテ リパ ックよ りも強度が大 きな

素材で形成 されている取 り付 け構造である。

第 1 の発明では、バ ッテ リパ ックが工具本体の例 えば定格電圧 （仕様）に

適合 したものであるか否かを識別するために設 け られる識別突起部 を、 これ

が設 け られるバ ッテ リ取 り付 け部の素材 よ りも強度が大 きな素材 （例 えば金

属製）で形成する構成 とな っている。 この識別突起部 を例 えば金属素材 とす



ることによ り、従来の樹脂製の識別突起部 よ りも耐衝撃性等の点で高い耐久

性 を発揮 させることがで きる。

金属素材の識別突起部 は、工具本体のバ ッテ リ取 り付 け部であ って例 えば

樹脂製の端子台 に設 ける構成 とする他、樹脂製のバ ッテ リパ ックハ ウジング

に設 ける構成、あるいは双方 に設 ける構成 とすることがで き、 いずれの場合

であ っても樹脂成形する際にィンサ一 卜成形 によ り当該金属製の識別突起部

を設 けることがで きる。

このように第 1 の発明によれば、工具本体のバ ッテ リ取 り付 け部 は、 ブラ

ス端子 とマイナス端子を備 えた端子台 を有 してお り、 この端子台 を樹脂成形

によ り製作 し、識別突起部 を樹脂成形時に一体 に設 けるのではな くこれよ り

も強度が大 きな例 えば金属素材で別途製作 してィンサ一 卜成形等 して組み付

けることによ り当該識別突起部の耐久性 を従来 よ りも高めることがで きる。

第 2 の発明は、第 1 の発明において、識別突起部の素材が金属である取 り

付 け構造である。第 2 の発明では、 ノくッ テ リパ ック若 しくはバ ッテ リ取 り付

け部が樹脂製で、識別突起部 を金属製 と した。第 2 の発明によれば、バ ッテ

リ取 り付 け部若 しくはバ ッテ リパ ックの樹脂成形時に別途製作 した金属板等

の識別突起部 をインサー ト成形 によ り組み付 けることがで きる。

第 3 の発明は、第 2 の発明において、識別突起部が金属板である取 り付 け

構造である。 この第 3 の発明によれば、識別突起部 をその耐久性 を確保 しつ

つ従来の樹脂製の識別突起部 よ りも薄肉にすることがで きるので、 その配置

部位 について大 きく移動 させることな く限 られた狭小なスペースにおいて、

バ ッテ リパ ックの主 と して出力電圧 についてよ り多種類の規格 に対応 させる

ことがで きる。

第 4 の発明は、第 1 〜第 3 の発明の何れか一つの発明において、識別突起

部 はバ ッテ リ取 り付 け部 に設 け られてお り、かつバ ッテ リ取 り付 け部 は、バ

ッテ リパ ックの取 り付 け方向に沿 つて延びる正極端子 と負極端子を備 えてお

り、識別突起部が正極端子 または負極端子の側方 に配置 された取 り付 け構造

である。



第 5 の発明は、第 4 の発明において、識別突起部が、 プラス端子 とマイナ

ス端子 との間、あるいは両端子の延長線間に配置 された構成 とな っている。

第 6 の発明は、第 5 の発明において、識別突起部が、 プラス端子 とマイナ

ス端子の先端 よ りも取 り付 け方向手前側 に配置 された構成 とな っている。係

る第 6 の発明によれば、バ ッテ リ取 り付 け部のプラス端子 とマイナス端子に

バ ッテ リパ ックのブラス接点 とマイナス接点が接続 される前の段階で識別突

起部 によ り当該 くッテ リパ ックの仕様の適否が識別 される。

第 7 の発明は、第 1 の発明において、バ ッテ リ取 り付 け部 は樹脂製の端子

台 にプラス端子 とマイナス端子 と識別突起部 を備 えた取 り付 け構造である。

第 8 の発明は、電動工具の電源 と して用いるバ ッテ リパ ックを電動工具か

ら取 り外 して充電するための充電器 に対するバ ッテ リパ ックの取 り付 け構造

であ って、バ ッテ リパ ック若 しくは充電器のバ ッテ リ受け部の一方 または双

方 に、バ ッテ リ受け部 に対する仕様外のバ ッテ リパ ックの取 り付 けを規制 し

て、仕様 に適合する対応 / ッテ リであるか適合 しない非対応 / ッテ リである

かの識別 をするための識別突起部 を備 えてお り、 この識別突起部が、バ ッテ

リパ ック若 しくはバ ッテ リ受け部 よ りも強度が大 きな素材で形成 されている

取 り付 け構造である。

第 8 の発明によれば、バ ッテ リノ《ックを工具本体のバ ッテ リ取 り付 け部か

ら取 り外 して、充電器 によ り充電することがで きる。充電器への取 り付 けに

当た って、 当該バ ッテ リパ ックが仕様外の非対応バ ッテ リであると、例 えば

金属製の識別突起部が干渉 して取 り付 けることがで きず、 このよ り仕様外の

バ ッテ リパ ックを誤 って充電器 に取 り付 けて しまうことが防止される。 この

ように、識別突起部 を金属性であ って充電器のバ ッテ リ受け部若 しくはバ ッ

テ リパ ックよ りも強度が高い素材で形成することによ り、従来の樹脂製の識

別突起部 よ りも高い耐久性 を発揮 させることがで きる。

第 9 の発明は、第 1 〜第 8 の発明の何れか一つの発明において、仕様外の

非対応バ ッテ リと して、電動工具若 しくは充電器の定格電圧 に適合 しないバ

ッテ リパ ックに加えて、 このバ ッテ リパ ックか らの電源 をァダプタ本体 を介



して電動工具 に供給するバ ッテ リアダプタのアダプタ本体 を対象 とする取 り

付 け構造である。

第 9 の発明は、第 1 〜第 8 の発明の何れかの構成 を、電動工具の工具本体

に対するバ ッテ リパ ックの取 り付 け構造の他、充電器 に対するバ ッテ リパ ッ

クの取 り付 け構造、あるいは工具本体 に対するバ ッテ リアダプタの取 り付 け

構造 に適用 した構成である。

第 9 の発明によれば、バ ッテ リパ ックの様 々な取 り付 け形態 について、取

り付 け対象の仕様 に適合 しない非対応バ ッテ リパ ックの取 り付 けを未然 に防

止するための識別突起部の耐久性 を高めつつ、 さ らに多種類のバ ッテ リパ ッ

クに対応 させることがで きる。

第 1 0 の発明は、工具本体のバ ッテ リ取 り付 け部 にバ ッテ リパ ックを取 り

付 けて電源 とする電動工具 における当該 くッテ リパ ックのバ ッテ リ取 り付 け

部 に対する取 り付 け構造であ って、バ ッテ リパ ック若 しくはバ ッテ リ取 り付

け部の一方 または双方 に、バ ッテ リ取 り付 け部 に対する仕様外のバ ッテ リパ

ックの取 り付 けを規制 して、仕様 に適合する対応 / ッテ リであるか適合 しな

い非対応 / ッテ リであるかの識別 をするための識別突起部 を備 えてお り、 こ

の識別突起部が、バ ッテ リ取 り付 け部若 しくはバ ッテ リパ ックとは異なる素

材で形成 されている取 り付 け構造である。

第 1 0 の発明によれば、バ ッテ リ取 り付 け部 またはバ ッテ リパ ックの一方

または双方が相互 に干渉することによ り非対応 / くッテ リパ ックの取 り付 けが

規制 される識別突起部 について、 これが設 け られる部位 とは異なる素材で形

成することによ りその耐久性 を高めることがで きる。

第 1 1 の発明は、第 1 及び第 2 の電動工具 に対する第 1 及び第 2 のバ ッテ

リパ ックの取 り付 け構造であ って、第 1 の電動工具 に対 して第 2 のバ ッテ リ

パ ックのみを取 り付 け可能で、第 2 の電動工具 に対 して第 1 及び第 2 のバ ッ

テ リパ ックの双方 を取 り付 け可能 と した取 り付 け構造である。

第 1 1 の発明によれば、識別突起部の位置若 しくは形状の違い、あるいは

A S 対応、非対応の違い等の様 々な要因を基準 に して、工具本体 に対するバ



ッテ リの取り付け可能、取り付け不能の識別をすることができる。

図面の簡単な説明

[0006] [ 図1] 本発明の実施形態に係る取り付け構造を備えた電気カンナの全体斜視図

である。本図では、バッテ リパックを取り付けた状態で示されている。

[ 図2] 電気カンナの全体斜視図である。本図では、バッテ リパックが取り外さ

れた状態で示されている。

[ 図3] 電気カンナの後面図であって、バッテ リ取り付け部を図 2 中矢印（III)

方向から見た図である。

[ 図4] バッテ リパックの平面図である。

[ 図5]バッテ リパックを取り付け状態のバッテ リ取り付け部の横断面である。

[ 図6] 図 1 の（VI)-(VI) 線矢視図であって、バッテ リパックとバッテ リ取り付

け部の縦断面矢視図である。本図は、バッテ リパックをバッテ リ取り付け部

に対 してスライ ドさせて取り付ける途中の段階を示 している。

[ 図7] 識別突起部を備えた別形態のバッテ リパックの斜視図である。

[ 図8]識別突起部を備えた充電器の斜視図である。

[ 図9] バッテ リアダプタの斜視図である。本図は、バッテ リアダプタの携帯取

り付け部にバッテ リパックを取り付けた状態を示 している。

[ 図10] 本発明の実施形態を示すプロック図である。

[ 図11] 本発明の別の実施形態を示すプロック図である。

発明を実施するための形態

[0007] 次に、本発明の実施形態を図 1 〜図 1 1 に基づいて説明する。図 1 は、ノく

ッテ リパック2 0 を電源とする電動工具の一例として電気カンナ 1 を示 して

いる。本実施形態は、電気カンナ 1 のバッテ リ取り付け部 1 0 に対するバッ

テ リパック2 0 の取り付け構造について特徴を有するもので、電気カンナ 1

の工具本体 2 については特に変更を要 しないので、詳細な説明を省略する。

工具本体 2 には、電動モータ 5 を駆動源としてカンナ刃を回転させる駆動系

統が内装されている。工具本体 2 の上部に使用者が把持するハン ドル部 3 が

設けられている。工具本体 2 の前部には、カンナ刃の切 り込み深さを調整す



るための調整 ダイヤル 4 が設 け られている。工具本体 2 とハ ン ドル部 3 の後

部 に跨 つた状態でバ ッテ リ取 り付 け部 1 0 が設 け られている。 このバ ッテ リ

取 り付 け部 1 0 にバ ッテ リパ ック 2 0 が取 り付 け られて、電動モータ 5 等の

工具本体 2 へ電源供給 される。工具本体 2 (電動 モータ 5 ) の定格電圧は、

本実施形態では、 1 8 V の場合 を例示する。 このため、以下説明するように

、ノくッテ リ取 り付 け部 1 0 には、 出力電圧が 1 8 V のバ ッテ リパ ック 2 0 の

みを取 り付 けることがで き、 1 4 . 4 V バ ッテ リや 3 6 V バ ッテ リ等の非対

応ノく' ッテ リは取 り付 けることがで きないようにな っている。

工具本体 2 とハ ン ドル部 3 とバ ッテ リ取 り付 け部 1 0 は、樹脂成型品であ

る左右半割 りハ ウジング 1 し， R によって一体 に形成 されている。

ノくッテ リ取 り付 け部 1 0 には、左右一対のスライ ドレール部 1 1 ， 1 1 が

設 け られている。両スライ ドレール部 1 1 ， 1 1 は、相互 に平行で上下に沿

つて延びている。両スライ ドレール部 1 1 ， 1 1 に対 してバ ッテ リノ《ック 2

0 を上側か ら下方ヘスライ ドさせることによ り当該バ ッテ リパ ック 2 0 をこ

のバ ッテ リ取 り付 け部 1 0 に取 り付 けることがで きる。

両スライ ドレール部 1 1 ， 1 1 間であ ってバ ッテ リ取 り付 け部 1 0 のほぼ

中央 には、端子台 1 4 が取 り付 け られている。 この端子台 1 4 は、左右半割

りハ ウジングとは別途製作 されて組み付 け られたもので、樹脂成形 によ り平

板形状 に形成 されている。

この端子台 1 4 に、 プラス （正極）端子 1 2 P とマイナス （負極）端子 1

2 N が配置 されている。 プラス端子 1 2 P とマイナス端子 1 2 N は平板形状

を有 してお り、相互 に平行で上下に延びている。 プラス端子 1 2 P とマイナ

ス端子 1 2 N は、 インサー ト成形 によ りこの端子台 1 4 に固定されている。

このプラス端子 1 2 P とマイナス端子 1 2 N は、工具本体 2 の電源回路 に電

気的に接続 されている。

プラス端子 1 2 P とマイナス端子 1 2 N との間には、過放電検 出用の補助

端子 1 6 が設 け られている。 この補助端子 1 6 もインサー ト成形 によって端

子台 1 4 に一体 に設 け られている。



また、図 2 ， 3 ， 5 に示すようにこの端子台 1 4 には、金属製の識別突起

部 1 7 が設 け られている。 この識別突起部 1 7 は、端子台 1 4 の右側上部 に

設 けた張 り出 し部 1 4 a に同 じくィンサ一 卜成形 によ り一体 に設 け られてい

る。 この識別突起部 1 7 は、 プラス端子 1 2 P の先端部付近 （上端部付近）

であ ってその右側方 に配置 されている。

ノくッテ リ取 り付 け部 1 0 の上部 には、取 り付 けたバ ッテ リパ ック 2 0 の 口

ック爪 2 1 が引 き掛 け られる爪引 き掛 け部 1 5 が設 け られている。使用者が

ロック爪 2 1 を押 し下げ操作 して爪引 き掛 け部 1 5 に対する引 き掛 け状態 を

解除すると、バ ッテ リパ ック 2 0 を上方ヘスライ ドさせてバ ッテ リ取 り付 け

部 1 0 か ら取 り外す ことがで きる。

図 5 に示すようにバ ッテ リパ ック 2 0 の上面 には、左右一対の レール部 2

2 , 2 2 が設 け られている。両 レ一ル部 2 2 ， 2 2 をバ ッテ リ取 り付 け部 1

0 の左右スライ ドレール部 1 1 ， 1 1 に係合 させて当該バ ッテ リパ ック 2 0

を下方ヘスライ ドさせることによ り、 当該バ ッテ リパ ック 2 0 をバ ッテ リ取

り付 け部 1 0 に取 り付 けることがで きる。

前記 した識別突起部 1 7 は、 その左右方向の位置 について、上記 レール部

2 2 に干渉 しない位置 に配置 されている。 このため、 ノく ッ テ リパ ック 2 0 は

バ ッテ リ取 り付 け部 1 0 に対 して下方ヘスライ ドさせて取 り付 けることがで

きる。 この識別突起部 1 7 によってバ ッテ リパ ック 2 0 が工具本体 2 の仕様

に適合する対応 ノく' ッテ リであることが識別 される。

この識別突起部 1 7 に対 して、例 えば 3 6 V の非対応 / ッテ リを取 り付 け

ようとすると、 その レール部が干渉する結果、 当該バ ッテ リパ ックを取 り付

けることがで きない。重量が大 きな 3 6 V バ ッテ リをスライ ドさせようと し

てその レール部 を干渉 させても、識別突起部 1 7 が金属製であるので損傷等

を受けることはな く、従来の樹脂製 に比 してその耐久性が確保 されるように

な っている。

この識別突起部 1 7 の レール部 2 2 に対する左右方向の位置 によって、 当

該バ ッテ リ取 り付 け部 1 0 に適合する対応バ ッテ リであるか、適合 しない非



対応 / くッテ リであるかの識別がなされる。例 えば図 4 〜図 6 において二点鎖

線で示すように識別突起部 1 7 よ りも左側のずれた位置 に識別突起部 1 8 を

設 けた場合 には、 この識別突起部 1 8 がスライ ドレール に干渉するため、 こ

の 1 8 V のバ ッテ リパ ック 2 0 をスライ ドさせて取 り付 けることがで きない

。 この場合、 スライ ドレールの対応する部位 に逃が し溝部 を設 けた例 えば 1

4 . 4 V のバ ッテ リパ ックあるいは 3 6 V のバ ッテ リパ ックを対応バ ッテ リ

とすることがで きる。 この ことか ら、識別突起部 1 7 は 1 8 V バ ッテ リ対応

用であ り、識別突起部 1 8 は 1 8 V バ ッテ リ非対応用 とな り、工具本体 2 の

仕様 （定格電圧）に適合 したバ ッテ リパ ックに合わせて何れかの位置あるい

はこれよ り左右 に位置ずれ したその他の位置 に識別突起 を設 けることによ り

その他の仕様 についてバ ッテ リパ ックの対応、非対応 を識別で きる。

左右の レール部 2 2 ， 2 2 間には、 プラス端子接続用のプラスス リッ ト部

3 とマイナス端子接続用のマイナスス リッ 卜部 2 4 が設 け られている。 プ

ラスス リッ ト部 2 3 内には、二つのプラス接点 2 3 a ， 2 3 a が当該バ ッテ

リパ ック 2 0 の取 り付 け、取 り外 し方向 （図 4 中白抜 きの矢印で示す上下方

向）に一定の間隔をおいて配置 されている。 また、マイナスス リッ ト部 2 4

内には、同 じく二つのマイナス接点 2 4 a ， 2 4 a が当該バ ッテ リパ ック 2

0 の取 り付 け、取 り外 し方向に一定の間隔をおいて配置 されている。

このバ ッテ リパ ック 2 0 がバ ッテ リ取 り付 け部 1 0 に取 り付 け られると、

ノくッ テ リ取 り付 け部 1 0 の プラス端子 1 2 P が プラスス リツ 卜部 2 3 内に進

入 してプラス接点 2 3 a ， 2 3 a に接続 されるとともに、マイナス端子 1 2

N がマイナスス リッ 卜部 2 4 内に進入 してマイナス接点 2 4 a , 2 4 a に接

続 される。

プラスス リッ 卜部 2 3 とマイナスス リッ 卜部 2 4 との間には、補助 ス リッ

卜部 2 5 とコネクタ部 2 6 が配置 されている。補助 ス リッ 卜部 2 5 内には一

つの補助接点 2 5 a が配置 されている。 プラス接点 2 3 a ， 2 3 a とマイナ

ス接点 2 4 a ， 2 4 a は、 それぞれ当該バ ッテ リパ ック 2 0 に組み込んだ制

御回路 を経て各バ ッテ リセル に接続 され、補助接点 2 5 a も制御回路 に接続



されている。

前記 した よ うにバ ッテ リ取 り付 け部 1 0 の識別突起部 1 7 は、 プラス端 子

1 2 P の先端部付近 （図 2 ， 3 において上端部付近）の側方 に配置 されてい

る。 しか も、 この識別突起部 1 7 の上下方 向の位置 （プラス端 子 1 2 P の長

手方 向 に沿 った方 向） は、非対応 のバ ッテ リパ ックを下方へ スライ ドさせて

当該バ ッテ リ取 り付 け部 1 0 に取 り付 けよ うと した際 に、 ブラス端 子 1 2 P

及びマイナス端 子 1 2 N がバ ッテ リパ ック 2 0 の プラスス リッ 卜部 2 3 とマ

イナスス リッ 卜部 2 4 に進入 してそれ ぞれ プラス接 点 2 3 a とマイナス接 点

4 a に接触 す る前 に、 レール部 2 2 に干渉 す る こととな る位置 に設定 され

ている。

このため、非対応バ ッテ リを取 り付 けよ う した場合 には、 ノくッ テ リパ ック

がバ ッテ リ取 り付 け部 1 0 に対 して電気的 に接続 す る前 （端 子 1 2 P ， 1 2

N が接 点 2 3 a ， 2 4 a に接触 す る前 ） に、 そのスライ ド動作 が規制 されて

非対応 / ッテ リであ る ことが識別 され、 これ によ り工具本体 2 側へ過電流 が

流れ る ことが防止 され、 ひ いてはその損傷 が未然 に防止 され るよ うにな って

いる。

[001 1] 以 上 の よ うに構成 した本実施形態 の取 り付 け構造 によれ ば、工具本体 2 の

仕様 に適合 す る対応 / ッテ リであ るか適合 しない非対応 / ッテ リであ るかの

識別 をす るための識別突起部 1 7 が、従来 の樹脂製 とは異 な って金属製 であ

るので、非対応 / ッテ リの例 えば レール部 を干渉 させて も損傷等 を受 ける こ

とが少ない ことか らその耐 久性 を高め る ことがで きる。

また、金属板 を識別突起部 1 7 とす る構成 であ るので、 その板厚 を従来 の

プロック体形状 を有 す る樹脂製 の識別突起部 よ りも肉厚 を薄 く して も十分 な

強度 及び耐衝撃性 （耐 久性 ） を確保 す る ことがで きる ことか ら、例 えば張 り

出 し部 1 4 a 上 の限 られた狭小なスペ ース内でその左右方 向の位置 （板厚方

向の位置） を変更す る ことによ り、仕様 の異 な るバ ッテ リパ ックについて対

応、非対応 の識別機 能 を確実 に発揮 させ る ことがで きるよ うにな る。

[001 2] 以 上説 明 した実施形態 には種 々変更 を加 える ことがで きる。例 えば、バ ッ



テ リ取 り付 け部 1 0 の仕様 に対する対応、非対応の識別 をするための識別突

起部 1 7 を、端子台 1 4 に設 けた構成 を例示 したが、端子台 1 4 でな くこれ

が組み付 け られるバ ッテ リ取 り付 け部 1 0 のハ ウジング部分 に直接設 ける構

成 と してもよい。

また、識別突起部 1 7 をバ ッテ リ取 り付 け部 1 0 側 に設 けた構成 を例示 し

たが、図 7 に示すようにバ ッテ リパ ック 3 0 側 に金属製の識別突起部 3 を

設 けることによ り同様の作用効果 を得 ることがで きる。 この場合、識別突起

部 3 1 は、金属板であ り、一方の レール部 3 2 の上面 に取 り付 け られている

。 この識別突起部 3 をバ ッテ リ取 り付 け部側のスライ ドレール に干渉 させ

ることによ り、 そのスライ ド取 り付 け動作 を規制 し、 これによ り非対応バ ッ

テ リであることの識別 をすることがで きる。 このバ ッテ リパ ック 3 0 を対応

バ ッテ リとするバ ッテ リ取 り付 け部 については、 そのスライ ドレール に識別

突起部 3 の通過 を許容する逃が し溝部 を設 けてそのスライ ド動作 を許容す

る構成 とすることがで きる。

このように金属製の識別突起部 は、バ ッテ リ取 り付 け部 1 0 側 に設 ける構

成、あるいはバ ッテ リパ ック 3 0 側 に設 ける構成 とすることがで き、 さ らに

は双方 に設 けてよ り多種類の仕様 について識別可能な構成 とすることがで き

る。

また、識別突起部 は、例示 したようにプラス端子 1 2 P の先端側方 に配置

する構成の他、マイナス端子 1 2 N の先端側方、あるいはプラス端子 1 2 P

とマイナス端子 1 2 N との間、あるいはプラス端子 1 2 P の延長線の側方、

マイナス端子 1 2 N の延長線の側方若 しくは両延長線間に配置する構成 と し

てもよい。 この ことか ら、識別突起部 を干渉 させて非対応バ ッテ リのスライ

ド動作 を規制する当該非対応バ ッテ リの干渉部位 と しては上記例示 したよう

に一方の レ一ル部先端 とする構成 に限 らず、 その他の様 々な部位 を設定する

ことがで きる。

また、識別突起部の板厚方向の位置 を変化 させることによ り、対応、非対

応の識別 をする構成 を例示 したが、 その高さ寸法 を変化 させることによ り識



別する構成 とすることもで きる。

[001 3] さ らに、バ ッテ リパ ックの対応、非対応 を識別するための識別突起部 は、

例示 したように金属製 （金属板） とする構成、セラミック材料 を素材 とする

構成であ ってもよい。要は、バ ッテ リ取 り付 け部若 しくはバ ッテ リパ ックの

ハ ウジング素材である合成樹脂 とは異なる素材であ って これ らよ りも耐衝撃

性等の点で耐久性が高い素材で識別突起部 を形成することによ り、従来の合

成樹脂製の識別突起部 に比 してその耐久性 を確保 しつつ薄肉化若 しくは小型

化することが可能 にな り、 その結果 よ り多 くの仕様 （定格電圧、サイズ等）

についてバ ッテ リパ ックの対応、非対応 を識別で きるようになる。

また、電動工具 （電気カンナ 1 ) のバ ッテ リ取 り付 け部 1 0 に対するバ ッ

テ リパ ック 2 0 の取 り付 け構造 を例示 したが、図 8 に示すように充電器 4 0

に対するバ ッテ リパ ックの取 り付 け構造 についても同様 に適用することがで

きる。図示するように充電器 4 0 のバ ッテ リ受け部 4 1 には、 ノくッ テ リ取 り

付 け部 1 0 のスライ ドレール部 1 1 ， 1 1 に対応 して左右一対のスライ ドレ

—ル部 4 2 ， 4 2 が設 け られている。 この左右のスライ ドレール部 4 2 ， 4

2 の間に、マイナス端子 4 4 とプラス端子 4 5 が配置 されている。マイナス

端子 4 4 はバ ッテ リパ ックのマイナスス リツ 卜部 に挿入され、 プラス端子 4

5 はバ ッテ リパ ックの補助 ス リツ 卜部 に挿入されて、 それぞれバ ッテ リパ ッ

ク側の接点に接続 される。

図示するようにマイナス端子 4 4 に対 してバ ッテ リ取 り付 け方向手前側 に

、金属製の識別突起部 4 3 が設 け られている。 この識別突起部 4 3 を非対応

バ ッテ リの例 えば レ一ル部 に干渉 させることによってその誤装着 を未然 に防

止することがで きる。識別突起部 4 3 が、マイナス端子 4 4 のバ ッテ リ取 り

付 け方向手前側 に配置 されているので、バ ッテ リパ ックが電気的に接続 され

る前の段階で、対応、非対応の識別がなされ、 これによ り機器の損傷等が未

然 に防止される。

[0014] 図 9 にはバ ッテ リアダプタ 5 0 が示 されている。 このバ ッテ リアダプタ 5

0 は、工具本体 2 のバ ッテ リ取 り付 け部 1 0 に取 り付 け可能なアダプタ本体



5 と、バ ッテ リパ ック 2 0 を取 り付 け可能な携帯取 り付 け部 5 2 を備 える

もので、 アダプタ本体 5 と携帯取 り付 け部 5 2 は適度な長 さの電気 コ一 ド

5 3 で電気的に接続 されている。 アダプタ本体 5 1 は、バ ッテ リ取 り付 け部

に対する取 り付 け構造 についてはバ ッテ リパ ック 2 0 を同 じ構成 を備 えてい

るが、 自身はバ ッテ リセル を内装 していないためバ ッテ リパ ック 2 0 に比 し

て極めて軽量 にな っている。携帯取 り付 け部 5 2 には、使用者の腰ベル トに

引 き掛 けることがで きるフック 5 4 が備 え付 け られている。

このバ ッテ リアダプタ 5 0 は、軽量なアダプタ本体 5 を工具本体 2 のバ

ッテ リ取 り付 け部 1 0 に取 り付 け、重量の大 きなバ ッテ リパ ック 2 0 を取 り

付 けた携帯取 り付 け部 5 2 を腰ベル ト等 に吊 り下げておけば、使用者 は軽 い

操作力で電動工具 1 を取 り扱 うことがで きることか ら当該電動工具 1 の操作

性及び作業性 を大 きく高めることがで きる。

係 るバ ッテ リアダプタ 5 0 を介 して 1 8 V ノくッ テ リを工具本体 2 のバ ッテ

リ取 り付 け部 1 0 に接続する場合であ っても、金属製の識別突起部 1 7 によ

つて仕様外の非対応バ ッテ リ （アダプタ本体 5 1 ) の取 り付 けを未然 に防止

で きるとともに、誤 って非対応バ ッテ リを取 り付 けようとすると識別突起部

7 がアダプタ本体 5 の レール部 に干渉 して取 り付 けることがで きない結

果、 その誤装着が未然 に防止される。

このようなバ ッテ リアダプタ 5 0 を用いる場合 には、工具本体 2 のバ ッテ

リ取 り付 け部 1 0 の識別突起部 1 7 に代 えて、若 しくは加えて携帯取 り付 け

部 5 2 に同様の識別突起部 を設 けることによ り、 当該携帯取 り付 け部 5 2 に

対する非対応 くッテ リの誤装着 を未然 に防止することがで きる。

以上説明 した種 々形態の識別突起部 は、端子台若 しくはハ ウジング等 にィ

ンサ一 卜成形 によ り一体 に設 ける構成 と したが、別途ね じ止めや溶着等の手

段 によ り所定の位置 に固定する構成 と してもよい。

最後 に、電動工具の一例 と して電気カンナ 1 を例示 したが、本発明は例 え

ば携帯マル ノコ等の切断機ゃ孔明け用の電気 ドリル等のその他の電動工具 に

おけるバ ッテ リパ ックの取 り付 け構造 に広 く適用することがで きる。



以上例示 したバ ッテ リの取 り付 け構造では、識別突起部 1 7 を備 えた定格

電圧 1 8 V 仕様の工具 （電気カンナ 1 ) に対 しては、 1 8 V バ ッテ リ2 0 を

取 り付 け可能で、 3 6 V バ ッテ リについては非対応 / くッテ リと して取 り付 け

不能 とする一方、識別突起部 1 8 を備 えた例 えば定格電圧 1 4 . 4 V 仕様 の

工具 に対 しては 1 8 V バ ッテ リ2 0 を非対応バ ッテ リと して取 り付 け不能 と

する構成 を備 えている。

工具本体の仕様 （主 と して定格電圧）に適合する結果取 り付 け可能な対応

バ ッテ リと、工具本体の仕様 に適合 しない結果取 り付 け不能な非対応バ ッテ

リを識別するための基準 と しては、例示 したバ ッテ リの出力電圧 とは別の基

準 を設定することによ り、 当該取 り付 け構造はよ り広い概念 に発展 させた発

明 とすることがで きる。

例 えば図 1 0 に示すように、 それぞれ重負荷工具である例 えば 1 4 . 4 V

仕様 の第 1 の工具 T と例 えば 1 8 V 仕様の第 2 の工具 T と、 それぞれ才

— トス トツプ機能 （A S ) 対応で、同 じ容量 （例 えば、 1 . 5 A h ) の第 1

のバ ッテ リB 1 ( 1 8 V ) と第 2 のバ ッテ リB 2 ( 1 4 . 4 V ) を考 えた時

に、第 1 の工具 T には第 1 のバ ッテ リB を接続で きず、第 2 のバ ッテ リ

B 2 を接続可能であ り、第 2 の工具 T 2 には、第 1 及び第 2 のバ ッテ リB 1

， B 2 を何れも接続可能 と した取 り付 け構造 に発展 させることがで きる （第

1 の発明）。前記例示 した実施形態は、 この第 1 1 の発明の一つの実施形

態 に相 当する。

この第 1 1 の発明では、第 1 の工具 T 1 は第 1 の規制部 K 1 を備 え、第 2

の工具 T は第 1 の規制部 K とは形状が異なる第 2 の規制部 K を備 えた

取 り付 け構造 とすることがで きる （第 1 2 の発明）。

上記の第 1 1 又 は第 1 2 の発明において、第 1 のバ ッテ リB 1 は、第 1 の

規制受け部 R を備 え、第 2 のバ ッテ リ 2 は第 1 の規制受け部 R とは形

状が異なる第 2 の規制受け部 R 2 を備 えた取 り付 け構造 とすることがで きる

(第 1 3 の発明）。規制部若 しくは規制受け部の形状が異なることには、規

制部若 しくは規制受け部 を設 けないことを含めることがで きる。



上記の第 1 1 〜第 1 3 の何れか一つの発明において、第 1 及び第 2 の工具

T 1 ， T 2 は、負荷電流 3 0 A 程度の重負荷工具 （例 えば定格電圧 1 8 V の

マル ノコ）である取 り付 け構造 とすることがで きる （第 1 4 の発明）。

上記の第 1 1 〜第 1 4 の何れか一つの発明において、第 1 及び第 2 のバ ッ

テ リB 1 ， B 2 は、定格容量 1 . 5 A h である取 り付 け構造 とすることがで

きる （第 1 5 の発明）。

上記の第 1 1 〜第 1 5 の何れか一つの発明に係 る取 り付 け構造は、第 1 及

び第 2 のバ ッテ リB 1 ， B 2 を充電可能な充電器 に適用することがで きる （

第 1 6 の発明）。

また、第 1 1 〜第 1 5 の何れか一つの発明において、第 1 及び第 2 のバ ッ

テ リB 1 ， B の過電流 によ り当該バ ッテ リB ， B 2 側 か らモータ駆動停

止信号 （A S 信号）が第 1 及び第 2 の工具 T 1 ， T 2 側 に出力され、 これに

よ り F E T 駆動 によ り工具本体 を停止させる才一 卜ス トップ機能 （A S ) を

備 えた取 り付 け構造 とすることがで きる （第 1 7 の発明）。

さ らに、第 1 1 〜第 1 5 の何れか一つの発明において、第 1 及び第 2 のバ

ッテ リB 1 ， B 2 の過電流 によ り出力されたモータ駆動停止信号 （A S 信号

) によ り、 当該バ ッテ リB 1 ， B 2 側 の F E T を駆動 させることによ り工具

本体 を停止させる才一 卜ス トップ機能 （A S ) を備 えた取 り付 け構造 とする

ことがで きる （第 1 8 の発明）。

上記の第 1 7 及び第 1 8 の発明において、 A S 信号 を出力するための条件

と しては、上記例示 した過電流検 出時に代 えて若 しくは加えて、例 えば過放

電に伴 う電圧降下ゃバ ッテ リセルの温度条件が一定値 に達 した時点 とするこ

とがで きる。

また、バ ッテ リの取 り付 け構造 については、 さ らに以下のような発明 と し

て捉 えることがで きる。図 1 1 に示すように重負荷工具である第 3 の工具 T

3 と軽負荷工具である第 4 の工具 T 4 と、 それぞれ同 じ容量で A S 非対応の

第 3 のバ ッテ リB 3 とA S 対応の第 4 のバ ッテ リB 4 を考 えた時に、 A S 対

応、非対応 を基準 と してバ ッテ リを取 り付 け可能若 しくは取 り付 け不能の識



別 をすることがで きる。図 1 1 に示す取 り付 け構造の場合、 A S 対応の重負

荷工具である第 3 の工具 T 3 には、 A S 非対応の第 3 のバ ッテ リB 3 を取 り

付 けることがで きず、 A S 対応の第 4 のバ ッテ リB 4 のみを取 り付 け可能 と

することがで きる。 また、 A S 非対応の軽負荷工具である第 4 の工具 T 4 に

は、 A S 対応、非対応 に関係な く第 3 及び第 4 のバ ッテ リB 3 ， B 4 の何れ

をも取 り付 け可能 とすることがで きる。

この ことか ら、第 1 1 の発明には、過電流 を検 出 した時にモ ータ駆動停止

信号 （A S 信号）を出力可能な A S 対応の第 3 のバ ッテ リB 1 と、 A S 信号

を出力 しない A S 非対応の第 4 のバ ッテ リB 4 を含めることがで きる （第 1

9 の発明）。 この場合、第 3 及び第 4 のバ ッテ リB 3 ， B 4 には、 それぞれ

セル直列 1 系統で同 じ容量 （例 えば、 1 . 5 A h ) の ものを含めることがで

きる。

また、第 1 1 の発明には、負荷電流 2 O A の重負荷工具 T 3 (例 えば定格

電圧 1 8 V のマル ノ コ） と、負荷電流 2 O A 未満の軽負荷工具 T 4 (例 えば

定格電圧 1 8 V のインパ ク トドライバ）を含めることがで きる （第 2 0 の発

明）。第 2 0 の発明の場合、工具本体の出力の大小によ り取 り付 け可能なバ

ッテ リと取 り付 け不能なバ ッテ リが識別 される。

さ らに、第 1 9 又 は第 2 0 の発明に係 る取 り付 け構造は、第 3 のバ ッテ リ

B 3 及び第 4 のバ ッテ リB 4 を充電可能な充電器 に適用することがで きる。



請求の範囲

工具本体のバ ッテ リ取 り付 け部 にバ ッテ リパ ックを取 り付 けて電源 と

する電動工具 における前記 くッテ 《ックの前記 / テ 取 付 け部

に対する取 り付 け構造であ って、

前記 / ッテ リ取 り付 け部若 しくは前記 / く' ッテ リパ ックの一方 または

双方 に、前記バ ッテ リ取 り付 け部 に対する仕様外のバ ッテ リパ ックの

取 り付 けを規制 して、前記仕様 に適合する対応 / ッテ リであるか適合

しない非対応 / ッテ リであるかの識別 をするための識別突起部 を備 え

てお り、該識別突起部が、前記バ ッテ リ取 り付 け部若 しくは前記バ ッ

テ リパ ックよ りも強度が大 きな素材で形成 されている取 り付 け構造。

請求項 1 記載の取 り付 け構造であ って、前記識別突起部の素材が金属

である取 り付 け構造。

請求項 2 記載の取 り付 け構造であ って、前記識別突起部が金属板であ

る取 り付 け構造。

請求項 1 ~ 3 の何れか 1 項 に記載 した取 り付 け構造であ って、前記識

別突起部 は前記バ ッテ リ取 り付 け部 に設 け られてお り、かつ前記バ ッ

テ リ取 り付 け部 は、 当該バ ッテ リパ ックの取 り付 け方向に沿 つて延び

る正極端子 と負極端子を備 えてお り、 前記識別突起部が該正極端子 ま

たは該負極端子の側方 に配置 された取 り付 け構造。

請求項 4 記載の取 り付 け構造であ って、前記識別突起部が、前記正極

端子 と前記負極端子 との間若 しくは前記正極端子の延長線 と前記負極

端子の延長線 との間に配置 された取 り付 け構造。

請求項 5 記載の取 り付 け構造であ って、前記識別突起部が、前記正極

端子 と前記負極端子の先端 よ りも当該バ ッテ リパ ックの取 り付 け方向

手前側 に配置 された取 り付 け構造。

請求項 1 記載の取 り付 け構造であ って、前記バ ッテ リ取 り付 け部 は、

樹脂 を素材 とする端子台 に正極端子 と負極端子 と前記識別突起部 を備

える取 り付 け構造。



電動工具の電源 と して用いるバ ッテ リパ ックを前記電動工具か ら取 り

外 して充電するための充電器 に対する前記バ ッテ リパ ックの取 り付 け

構造であ って、

前記バ ッテ リパ ック若 しくは前記充電器のバ ッテ リ受け部の一方 ま

たは双方 に、前記 / ッテ リ受け部 に対する仕様外のバ ッテ リパ ックの

取 り付 けを規制 して、前記仕様 に適合する対応 / ッテ リであるか適合

しない非対応 / ッテ リであるかの識別 をするための識別突起部 を備 え

てお り、該識別突起部が、前記バ ッテ リパ ック若 しくは前記バ ッテ リ

受け部 よ りも強度が大 きな素材で形成 されている取 り付 け構造。

請求項 1 ~ 8 の何れか 1 項 に記載 した取 り付 け構造であ って、前記仕

様外の非対応バ ッテ リと して、前記電動工具若 しくは前記充電器の定

格電圧 に適合 しないバ ッテ リパ ックに加えて、該バ ッテ リパ ックか ら

の電源 をァダプタ本体 を介 して前記電動工具 に供給するバ ッテ リアダ

プタの前記 ァダプタ本体 を対象 とする取 り付 け構造。

工具本体のバ ッテ リ取 り付 け部 にバ ッテ リパ ックを取 り付 けて電源 と

する電動工具 における前記 くッテ 《ックの前記 / テ 取 付 け部

に対する取 り付 け構造であ って、

前記 / く' ッテ リパ ック若 しくは前記 / ッテ リ取 り付 け部の一方 または

双方 に、前記バ ッテ リ取 り付 け部 に対する仕様外のバ ッテ リパ ックの

取 り付 けを規制 して、前記仕様 に適合する対応 / ッテ リであるか適合

しない非対応 / ッテ リであるかの識別 をするための識別突起部 を備 え

てお り、該識別突起部が、前記バ ッテ リ取 り付 け部若 しくは前記バ ッ

テ リパ ックとは異なる素材で形成 されている取 り付 け構造。
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